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鹿児島湾から得られたフエダイ科魚類バラヒメダイ

畑 晴陵＊．本村浩之＊＊

Harutaka HATA and Hiroyuki MoTOMURA: Record of Prist伊omoidestypus 

(Perciformes : Lutjanidae) from Kagoshima Bay, southern Japan 

はじめに

フエダイ科ヒメダイ属（Lutjanidae:Pristipomoides）は，

背鰭が10牒 11軟条であること，背鰭背縁が深く切り込

まないこと，背鰭と啓鰭が被鱗せず，最後軟条が糸状

に伸長すること， I吻は胸鰭よりも短く，裂孔を欠くこ

と，眼隔域が平坦であること，および鋤骨と口蓋骨に械

毛状歯をそなえることで特徴づけられ，世界に 11種が

知られている（ALLEN,1985; AKAZA阻＆ IWATSUKI, 1987; 

ANDERSON & ALLEN, 2001）。そのうち日本からハナフエ

ダイ Pargyrogrammicus (V ALENCTENNES, 1832），キマダ

ラヒメダイ Pauricilla (JORDAN, EVE貼仏NN& TANA！くん

1927），オオヒメ Pfilamentosus (VALEiサCIENNES,1830), 

キンメヒメダイ Pfiav伊innisSHn対日IARA,1963，ナガサキ

フエダイ fmultidens (DAY 1871), ヒメダイ fsieboldiz 

(BLEEKER, 1854），パラヒメダイ ptypus BLEEKER, 1852. 

およびシマチピキ P.zonatus (VALE！サCIENNES,1830）の 8

種が報告され（島田， 2013），鹿児島県からは，沖縄諸

島以南の琉球列島と静岡県伊東市沖からのみ報告されて

いるパラヒメダイ（御宿， 2006；島田， 2013）を除く

7種が報告されていた（桜井， 2014；小枝ほか， 2015;

HATA & MOTOMURA, 2016a, b；鏑木， 2016;HATA et al., 

2017）。

2016年10月7日に鹿児島湾から I個体のパラヒメダ

イが採集された。本個体は鹿児島県におけるパラヒメダ

イの標本に基づく初めての記録となるため，ここに報告

する。

材料と方法

計数・計測方法は SHTNOHARA(1963）にしたがった。

標準体長は体長と表記し体各部の計測はデジタルノギ

スを用いて 0.1mmまでおこなった。パラヒメダイの生

鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された鹿児島県産の

l標本 （KAUM-1.93766）のカラー写真に基づく。標本

の作製，登録，撮影，および固定方法は本村.(2009）に

準拠した。本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究

博物館に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館の

データベースに登録されている。本報告中で用いられ

ている研究機関略号は以下の通り： FAKU－京都大学，

KAUM一鹿児島大学総合研究博物館；即 東南アジア

漁業開発センター。

Pristipomoides砂pus(BLEEKER, 1852) 

パラヒメダイ（図 1)

調査標本： KAUM-1.93766，体長312.0mm，鹿児島県

指宿市山川港沖， 2016年10月7日，釣り（鹿児島市

中央卸売市場魚類市場にて購入），畑 晴陵。

記載：背鰭赫数 10；背鰭軟条数 11；啓鰭牒数3；啓鰭

軟条数8；胸鰭軟条数 16；腹鰭赫数I；腹鮪軟条数5,

側線有孔鱗数51；前鰍蓋骨上の鱗列数5；背鰭前方鱗数

13；側線上方横列鱗数7；側線下方横列鱗数12。

体各部の体長に対する割合（%）：体高 32.3；頭長

31.1；吻長 10.5；上顎長 13.1；眼隔域幅8.0；眼径7.2.

尾柄高 10.7；胸鰭長30.6；眼簡骨幅5.3；背鰭第 1練長5.7:

背鰭第2赫長 11.5；背鰭第3練長 13.1；背鰭第4l陳長

14.3；背鰭第5職長 14.5；背鰭最後軟条長 16.3；啓鰭第

1職長 3.6；啓鰭第2糠長7.4；智鰭第3腺長7.9；最後

啓鰭軟条長 14.2。

体は前後方向に長い楕円形で，側扇し体高は背鰭起

部で最大。吻端から背鰭起部にかけての体背縁は緩やか

に上昇し，そこから尾鰭基底にかけて緩やかに下降する。

体腹縁は下顎先端から腹鰭起部にかけて緩やかに下降

し，そこから啓鰭起部にかけては体軸と平行となり，啓

鰭起部から尾鰭基底にかけて緩やかに上昇する。胸鰭基
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図1 パラヒメダイ Pristipomoidestypusの体側而（A）と頭部背面 （B). KAUMー［
93766.体長312.0mm, 2016年10月7日，鹿児島湾，鹿児島県指宿市山川港沖．

Fig. 1. (A) Lateral view of body and (B) dorsal view of head of fresh specimen of 

Pristipomoides typus. KAUM I. 93766, 312.0 111111 standard length, off Yamagawa 
Port, Ibusuki, Kagoshima Bay, Kagoshima Prefecture, southern Japan 

底上端は偲葉後端よりも僅かに前方に位置し，胸鰭基底

下端は腹鰭起部よりも僅かに前方に位置する。胸鰭後端

は尖り， E工門には達せず，背鰭第9牒起部直下に位置す

る。腹鰭起部は背鰭起部よりも僅かに前方に位置し腹

鰭基庭後端は背鰭第2練起部直下に位置する。腹時最後

の軟条は鰭膜で体とつながる。たたんだ腹鰭の後端は旺

門に達しない。背鰭起部は腹鰭第3軟条起部直上に位置

し，背鰭基底後端は啓鰭基底後端よりも僅かに後方に位

置する。背鰭林は第4臓が最長。服部の鰭膜は僅かに切

れ込むが，背鰭背縁は深く凹まない。背鰭軟条は全て分

枝する．背鰭軟条部はほぼ同じ高さであるが，最後軟条

のみ糸状に伸長する。啓鰭起部は背鰭第2軟条起部より

も僅かに前方に位置し，瞥鰭基底後端は背鰭基底後端よ

り僅かに前方に位置する。啓鰭臓は第3臓が最長．瞥鰭

軟条は全て分校し最後軟条は糸状に伸長する。尾鰭は

二叉型で＼深く湾入する。旺門は正円形で，瞥鰭起部前

方に位置する。眼，瞳孔はともに正円形。鼻孔は2対で

前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し眼の前縁前方に位置す

る。前鼻孔は正円形を呈し，後鼻孔は前後方向に長い楕

円形。前鼻孔の後縁には皮弁をそなえる。体は剥がれに

くい櫛鱗に被われ，各鰭，両顎．物音15. g艮の周問，前世盟、

蓋骨後部は無鱗。背鰭前方鱗被鱗域の先端は眼寓後縁よ

りも後方に位置し前縁は棋形。前舵葦骨後縁は鋸歯状

を呈し鰍蓋後縁は円滑。頭長は眼簡骨幅の5.9倍。口

裂は大きく，上顎後端は眼の先端よりも後方に達するが，

瞳孔の先端よりも前方に位置する。上顎前部には l対の

牙状歯をそなえる． 上顎側部の外側には鋭い同錐歯が1

列に並び，内側には繊毛状歯が密生し，歯J箭を形成する

鋤骨歯と口叢骨歯はともに繊毛状．一｜ご顎は先端に 1対の

鋭い牙状歯をそなえ，側部には 1列の円錐歯が並ぶ．舌

上は無歯．擬偲上にフィラメント状の惚弁を有する。偲

杷は細長く，棒状。側線は完全で，自思叢上部後方から尾

鰭基底にかけて，体背縁と平行にはいるO

生鮮時の色彩：体背面から体側上部にかけては淡い桃色

を呈し体側中央から体腹面にかけては一様に銀白色。

体背面の各鱗は水色に縁取られる。体背面から体側中央

部の各鱗には中央部に黄色斑がある。頭部側面は一様に
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淡い桃色を呈し，斑紋がない。背鰭は白色を呈し背鰭 方の水深85mから底曳網によって得られた8個体（RD

背縁は黄色，後縁は桃色。背鰭中央部には，瞳孔よりも 7402014-7402021，体長204 269 mm）とアンダマン海

小さい，桃色に縁取られた黄色斑が前部では l列に並び， 東部の水深 105-130mから釣りによって得られた 2個

後部に行くにしたがい，列が増え，背鰭後端では3列に 体（RD.S.7405,7406，体長416-530mm），シンガポー

なる。胸鰭は黄色を呈し，各軟条は淡い桃色に縁取られ ル・ジュロン市場に水揚げされたマレーシア産1個体

る。腹鰭と瞥鰭は白色半透明。尾鰭は桃色を呈し，上葉 (RD7407001，体長 512mm）の計 16個体の Ptypusを

と下葉の後縁は樟色と白色にそれぞれ縁どられる，虹彩 ナガサキフエダイ 13個体と比較すると同時に， R砂pus

は樟がかった金色を呈し，瞳孔は青みがかった黒色．頭 に対して和名パラヒメダイを提唱した。吉野（1984）は

部背面には前後方向に長い，細い黄色帯と黄色小斑点が 本種が沖縄島近海の深海域から極めて稀に釣獲されるこ

散在する。 とを報告した。山本・ 島田（1998）はバラヒメダイが沿

岸漁場総合整備開発基礎調査の一環で＼石垣島と西表島

アルコール保存標本の体色 ：体背面と体側上部は紫が の近海からそれぞれ 15個体と 3個体が得られたことを

かった灰色となり，体腹面は一様に鈍い銀色となる．体 報告した。また，御宿（2006）は相模湾西部，静岡県伊

各部の黄色斑点は一様に消失する．各鰭は乳白色となる． 東市川奈から得られたパラヒメダイ 1個体（尾叉長40

cm，体重 1.2kg）を報告しこれが本種の分布の北限と

分布 ：アンダマン海からパプアニューギニア，日本にか 考えられる。

けての東インド洋・西太平洋から知られている（SENT八 これまでパラヒメダイは鹿児島県内各地における魚類

& TAN, 1975; ALLEN, 1985; ANDERSON & ALLEN, 2001；島 相調査においても報告されていない （例えば，財団法人

回， 2013;CHEN & THANG, 2015 ; CAMPOS, 2017）。日本国 鹿児島市水族館公社， 2008; MOTOMURA et al., 2010, 2013, 

内では静岡県伊東市川奈川i?rli側諸島以南の琉球列島 2015；本村・松浦， 2014；鏑木＇ 2016）。したがって，

からのみ記録されていたが（山本・島田， 1998；御宿， これまでパラヒメダイの日本国内における分布は沖縄諸

2006；島田，2013），本研究によって新たに鹿児島湾に 島以南の琉球列島と静岡県伊東市沖に限られている（御

おける分布も確認された。 宿， 2006；島田， 2013）。なお，御宿（2006）の報告し

たパラヒメダイは標本として残されておらず，本研究の

備考： 記載標本は側線有孔鱗数が51であること，体背 記載標本は本種の鹿児島県における初めての記録となる

面から体側上部にかけての地色が淡い桃色であること， と同時に，標本に基づく本種の北限記録となる。

頭部背面には前後方向に長い，細い黄色帯と黄色小斑点

が散在すること．頭部側面は一様に淡い桃色を宝し，斑

紋がないことなどが， SENTA&TAN (1975), ALLEt、I(1985) , 
ANDERSON & ALLEN (2001），および島田（2013）の報告

した Prisゅomoidestypusの標徴とよく一致したため，本

種と同定された。バラヒメダイは側線有孔鱗数が48--52

であることなどでナガサキフエダイ fmultidensに類似

するが，頭部側面に斑紋がないこと（後者では吻部に青

色斑に縁取られる 2黄色縦帯がはいる）．頭部背面に前

後方向に長い黄色帯がはいること（左右方向に長い黄

色帯がはいる）などで識別される（SENTA& TAN, 1975 , 

ALLEN, 1985, ANDERSON & ALLEN, 2001；島田， 2013；畑・

本村・.2016b）。

Pris！伊omoidestypus はBLEEKER(1852）によりイン

ドネシア・スマトラ島シボルガから得られた2個体に

基づき記載された．その後， SENTA& TAN (1975）は

ボルネオ島北方の水深65-74mから得られた 2個体

(RD7209079，体長405mm, RD7209080，体長205mm), 

マレー半島東岸の水深63-66mから底曳網によって得

られた 3個体（RD7308001，体長 173mm, RD7309026, 

体長287mm, RD7309034，体長 144mm），マレ一半島西
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